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ふ
者
の
犬
、
道
限
の
喉
に
飛
び
付
き
喰
ひ
掛
け
L
る
を
、
人
々
一
驚
き
犬

を
引
分
け
打
撫
す
。
市
郎
右
衛
門
は
迷
惑
が
り
、
此
の
犬
は
御
幼
さ

ま
の
敵
た
れ
ば
、
有
殺
す
べ
き
な
ど
云
ひ
け
る
島
、
遺
限
、
必
や
犬
を

打
ち
申
さ
れ
そ
。
我
は
是
犬
に
喰
は
る
aa
約
束
の
者
也
。
仮
令
我
が

命
終
る
と
も
必
歩
犬
を
翻
訳
る
べ
か
ら
や
と
い
う

τ、
僻
世
の
詩
を
領

し
て
死
に
け
る
。
遺
骸
一
一
同
日
の
内
に
艇
と
成
り
け
る
と
也
。
道
限

経
の
物
世
上
に
絡
の
筆
と
い
う

τ有
り
。
達
磨
の
鎗
讃
・
天
紳
の
名

鋭
多
し
。
此
の
名
競
を
所
持
す
れ
ば
火
災
な
し
と
去
ひ
停
へ
た
り
。

道
限
と
書
き
て
判
あ
り
。
道
限
は
今
一
人
連
の
借
有
h
v
て
‘
二
人
伴

ひ
巡
り
し
が
、
加
州
民
て
死
し
た
る
故
に
、
今
は
我
濁
な
り
と
常
々

物
語
せ
り
と
。
扱
と
そ
吉
田
氏
の
射
留
め
ら
れ
し
絡
は
‘
道
限
が
連

の
借
に
て
有
る
べ
し
と
思
ひ
蛍
れ
り
と
、
京
美
源
内
物
語
友
り
と
漸

得
雑
記
に
-E
へ
り
。
京
美
民
主
名
所
持
の
掛
物
、
鑓
化
遺
限
法
師
隼

判
形
の
窮
左
の
如
し
。

無

分

別

地

元

来

無

丹

的

組

意

道

限

半。

へ
り
。
平
衣
按
宇
る
に
、
右
上
野
閣
の
幸
施
・
な
る
者
は
、
渡
漣
幸
庵

が
事
た
れ
ば
、
鑓
化
の
者
に
非
4
y
o

渡
謹
幸
庵
は
、
貸
永
の
頃
武
州

江
戸
に
寓
居
し
け
る
長
蒋
人
た
り
。
吾
が
奮
藩
五
世
舎
議
綱
紀
卿
定

番
歩
士
杉
本
三
丞
を
遣
し
‘
そ
の
設
話
を
聞
か
し
め
ら
れ
筆
記
せ
し

を
、
渡
漣
幸
施
物
穏
と
鋭
し
て
一
冊
と
す
。
予
も
此
の
筆
の
-
一
軸
を

所
持
す
。
山
崎
美
成
が
停
訟
は
.
全
く
訣
設
な
る
事
知
ら
れ
け
り
。

去
・
な
が
ら
狐
狸
の
類
人
鉢
に
化
し
、
人
聞
に
交
り
居
た
る
事
は
、
彼

是
紀
鍛
共
に
も
見
ね
た
る
中
に
も
‘
日
本
鍵
異
記
に
、
品
目
欽
明
天
皇

御
世
e

三
野
園
大
野
郡
人
d

臆
v
錫
v
妻
翼
-
好
嬢
-
衆
v
路
而
行
時
“
暁
野

中
遇
a

於
妹
女
吋
共
女
娼
v
牡
馴
勝
之
。
牡
勝
v
之
官
d

何
行
稚
嬢
之
e

答

官
d

伊
覚
ι
能
線
国
而
行
女
也
.
牡
心
語
言
e

成
v
妻
聴
女
答
官
碕
郎

勝
目
事
、
家
-
交
通
相
住
d

此
頃
懐
舵
生
二
男
子
吋
時
共
家
犬
十
二
月
十
五

日
生
v
子
@
彼
犬
之
子
。
毎
向
=
家
室
-
而
期
魁
陛
管
略
吠
.
家
室
脅
憧
告
=

家
長
-
官
4

此
犬
打
殺
e

雄
v
然
慈
心
而
猫
不
ν
殺
d

於
昌
二
月
三
月
之
頃
吋

年
米
春
時
.
共
家
室
於
a
稲
春
女
等
吋
一
勝
v
宛
=
間
食
吋
入
=
於
碓
屋
吋
・
即
彼

犬
子
持
v
咋
回
目
家
室
吋
而
遁
v
犬
帥
驚
深
.
恐
成
畠
野
干
吋
登
=
鑑
上
-
而
.
居
家

長
見
曾
.
汝
奥
v
我
之
中
.
子
相
生
。
故
吾
不
v
忘
v
汝
，
毎
来
相
官
柿
e

故
隠
昌

夫
語
-
而
来
線
d

故
名
錫
昌
岐
都
鰯
-
也
e

時
後
妻
着
目
註
染
裳
吋
而
宛
裳
欄
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右
掛
物
商
幅
の
落
款
友
り
と
あ
り
。
今
按
守
る
民
、
山
崎
美
成
の
提

限
紀
談
に
、
上
野
固
に
幸
庵
と
枕
す
る
白
頭
の
翁
あ
り
。
自
ら
云
ふ
。

百
二
十
八
歳
た
り
と
い
へ
り
。
常
に
働
訟
を
も
て
人
を
毅
識
す
。
人

も
亦
信
宇
る
も
の
多
か
り
。
請
に
任
せ
て
そ
の
家
に
寓
居
し
て
、
法

を
続
き
戒
を
授
く
。
か
っ
吉
凶
踊
縮
及
び
将
来
の
事
を
問
ふ
に
、
皆

あ
き
ら
か
に
是
を
告
ぐ
。
叉
よ
く
人
の
胸
中
を
察
し
、
普
遣
に
獄
へ

誘
ふ
も
の
あ
れ
ば
‘
帯
宇
を
書
き
て
行
年
を
し
る
し
、
落
款
し
て
奥

ふ
。
或
時
浴
す
る
と
て
、
共
の
湯
乙
と
の
外
熱
か
り
け
れ
ば
‘
片
足

入
れ
て
う
ち
鴛
き
飛
び
あ
が
る
を
見
れ
ば
、
惣
身
に
毛
生
え
て
昆
あ

り
。
か
h
れ
ば
そ
の
者
肝
を
つ
ぶ
し
、
主
人
を
呼
び
け
る
ほ

E
K
、

主
人
念
ぎ
行
き

τ見
れ
ば
.
老
野
狐
に
て
暗
き
た
が
ら
飛
ぴ
去
り
ぬ

と
ぞ
。
今
そ
の
書
を
見
る
に
筆
力
人
の
如
く
た
ら
宇
と
い
へ
ど
も
、

宇
霊
具
り
て
甚
だ
拙
か
ら
4
1
0

貨
に
一
脊
事
と
い
ふ
べ
し
と
。
さ
て

共
の
筆
跡
の
潟
も
載
せ
け
る
に
、
落
欺
行
齢
百
三
十
翁
幸
庖
脅
と
あ

り
て
、
印
章
の
潟
も
記
載
し
、
印
文
は
翻
伸
夫
清
の
三
宇
た
る
よ
し
い

引
遊
也
.
夫
硯
昌
去
容
-
織
歌
同
d

一式

ht
故
共
令
a
湘
一
生
-
子
名
競
=
岐
都

繭
プ
亦
英
子
姓
負
a
狐
直
-
也
d

共
人
強
力
多
有
d

走
疾
如
=
烏
飛
-
突
.
=
一

野
園
狐
芭
等
根
本
是
也
d

と
。
此
の
故
事
は
扶
桑
略
記
に
も
水
鏡
に

も
載
せ
た
り
。
是
孤
狸
の
人
般
に
愛
化
せ
し
と
と
の
記
録
に
見
b
た

る
起
原
な
ら
ん
か
。
和
名
抄
に
、
狐
和
名
木
豆
繭
。
孫
附
切
組
問
一
式
。

狐
能
需
品
妖
健
室
昌
百
歳
-
化
骨
伊
女
也
4

と
あ
り
。
彼
の
吉
岡
氏
が
射
取

ら
れ
し
務
と
共
に
俳
個
せ
し
道
限
と
呼
ぺ
る
老
絡
怠

E
も
‘
貨
に
狐

狸
の
類
た
ら
ば
、
百
歳
を
も
経
た
る
老
獣
・
な
ら
ん
か
。

O
大
槻
内
議
允
第
跡

今
中
畢
校
の
地
内
な
り
。
駿
藩
前
迄
は
、
金
谷
門
の
前
通
り
に
大
・
な

る
古
松
四
株
路
傍
に
あ
り
。

A
A
大
槻
在
世
の
頃
門
前
の
松
た
り
と
云

ふ
。
古
老
の
停
訟
に
、
文
政
五
年
金
滞
串
校
此
の
地
へ
移
柑
押
せ
り
。

共
の
以
前
は
大
槻
屋
敷
と
稀
し
、
来
水
築
山
の
跡
た
ど
残
り
あ
り

て
‘
共
の
地
漣
の
前
後
凡

τ袋
地
友
り
q

桐
木
友
ど
を
植
ゑ
有
v
之。

数
千
歩
の
問
剣
練
生
ひ
茂
り
、
漸
〈
僅
に
往
来
の
細
道
あ
る
の
み
た

り
し
と
い
へ
り
。
護
国
公
年
穏
に
云
ム
。
享
保
十
三
年
六
月
、
大
槻

停
磁
屋
敷
際
堂
形
前
よ
り
仙
石
一
町
之
方
へ
新
進
付
く
。
同
十
四
年
四

月
廿
二
日
千
石
町
御
用
地
之
内
、
方
々
水
溜
被
昌
仰
付
-
候
へ
共
、
烏
付




